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写真 1：測定の様子            図 1：測定手順  
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■園芸療法を行った高齢者介護保健施設の入所者の方（ 3 名）に対して  
＜介入後インタビュー＞ 
 N さん：はじめは作業のひとつとして参加していた。（先ほど収穫したばかりの野菜を） 
できればジュースにしてみたい。  
I さん:もともと園芸が好き。花や木も好き。もう少ししっかりとした畑のようなと  
ころで作ることができたらいいけれど、身体の具合を考えると車いすでの生  
活になるので、（それでもできる）このようなことは楽しい。  
















 「リハビリ農園作業評価表」「パラチェック：Parachech Geriatric Rating Scale;PGS 
（日本語版）」など。 
 
 
Ⅳ. 今後の課題 
・今回の研究で、介入としての水耕栽培について、健常者に対する身体的・心理的の影
響を知ることができた。  
・新たに介入可能となった高齢者介護保健施設との関係性を深めつつ、試作した作業評
価表等の実施を行い、対象者主体でありながら、適材適所の配置によって最終的に就
労へつながる水耕栽培を行えるよう、今後も研究を続けていきたい。 
 
